
一般財団法人宮城県建築住宅センター

新しい電子申請のサービス提供の開始について

建築確認申請の押印廃止と電子申請

•紙面で行う建築確認申請については、建築基準法施行規則の改正により、こ
れまで申請手続きで求めていた押印を廃止（令和３年１月１日施行）

•電子申請については、電子署名に代えて、行政機関（指定確認検査機関を
含む）等が定める措置（申請データに氏名又は名称を記録する措置）で
も申請が可能（令和３年２月１日 国土交通省通知）
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押印同様に申請データへの電子署名も不要に！



これまでのNICEみやすまオンライン

•現在はWEB申請（紙申請）と電子申請（署名有り）の2種類を受付

▫WEB申請（紙申請）は、事前審査をWEBで行い、補正等が完了した電子文書を
紙に印刷して持参又は郵送で申請

▫電子申請（署名有り）は、WEB申請で補正等が完了した申請図書等に電子署名
をした電子文書で申請
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・各書類への電子署名
・電子証明書の取得
・申請書第一面の申請者を設計者へ変更など

▫令和4年2月より
NICEみやすまオンラインの取り扱いを【電子申請（署名無し）】へ一本化
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申請画面
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電子申請

申請

2月以降申請の際
紙申請にはチェック
を入れないように！

•申請の際はすべて「電子申請」を選択する
• ただし、令和4年2月以前に紙申請で申請済の物件については紙申請のままでの継続も可
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訂正完了後は

「本申請を依頼」の
メッセージが届く

• センターからのメッセージ文が「正本を依頼」、「署名を依頼」→「本申請を依頼」へ変更になる
• メッセージ後に本申請を行い、確認済証の交付を受ける
•消防同意物件については、本申請後に依頼し、同意完了後に確認済証の交付を受ける
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申請方法 申請に必要なもの 特徴

電子申請（電子署名有り） PDFデータ＋電子署名 電子署名の手間と時間が必要

WEB申請（紙申請） 正本、副本 正本、副本印刷のうえ、申請が必要

電子申請（電子署名無し） PDFデータ 印刷、電子署名の手間がないため
申請が簡単

• 電子署名付きの電子申請とWEB申請は廃止し、電子署名無しの新しい電子申請のみの取り扱いとなる

• ただし、令和4年2月以前に紙申請で申請済の物件については紙申請のままでの継続も可

• チャットのメッセージが「正本を依頼」、「署名を依頼」→「本申請を依頼」へ変更

• 正本、副本は電子データとなり紙面での提出が不要（消防同意の際も紙面は不要）

• 確認済証は紙面で交付する
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